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研究成果の概要（和文）： 

対人関係を適切に解読することを学ぶことによってコミュニケーションの誤りは少なくなり、

親密な関係を発展させることが可能になる。コミュニケーション行動の特徴を基にして関係を

判断しており、その判断を基にして相互作用している。主として、同性による 2者間会話、 異

性による 2者間会話、4人集団による会話実験を実施の研究成果を踏まえて、相互作用相手と

の関係開始・継続の動機、相互作用についての満足、課題解決場面での解決行動との関連につ

いて、自他の認知、言語、非言語行動の指標群から場の活性化を目指すために有効なコミュニ

ケーション行動を明らかにすることを目指した。2 者間会話の活性化としては、発話時間，手

の動きの大きさ，ジェスチャー，頭部移動が有効な指標であった。解決課題の有無を条件とし

た 4人集団会話では、コミュニケーション行動と葛藤認知，心理的な満足度等との関連につい

て検討した．課題解決条件は意見を出し合うことに伴う葛藤が高まりやすいが，同時に参加度，

満足度も高い．チャット条件では社会的外向性や非言語的な表出スキルなどの個人特徴が有意

な効果を示していた．話し合いに対する満足感は，課題解決条件では話し合いへの積極的な関

与が，チャット条件ではメンバーへの配慮が各々重要な要因であった．集団場面での課題解決

には主張，他者認知，傾聴，関係調整等の多くの社会的スキルが必要になり，トレーニングの

有効なプログラムとして今後の活用がさらに期待される． 

研究成果の概要（英文）： 

Learning to decode interpersonal relationships more accurately helps prevent 
miscommunication and the ability to develop intimate relationships. We judge others’ 
relationship characteristics implicitly on the basis of specific features of their 
communication behavior and we interact with others on the basis of these judgments. 
Mainly, dyadic conversation (between same-sex and between cross-sex), conversation 
among four participants were conducted in this study project. We examined 
relationships between nonverbal cues (hand movements, interpersonal distance, head 
direction and the amount of utterance) and skills for building /maintaining 
relationships, satisfaction for interaction and skills for conflict resolution. The sorts of 
efficient communication behaviors for to activate interaction setting (field) were carry 
out in this project. It was shown that utterance duration, hand movements, gesture 
had a positive effect on activation in dyadic conversation. The participants of 

task-oriented group, compared to non-task-oriented group, felt more contributive and 

satisfied, but also conflicted about their own conversation. Participants accomplished the 

tasks felt more relationship conflict and contributed more than participants 

non-accomplished. In non-task-oriented condition, social skill and extraversion had 

significant effect on the evaluation to each other. The satisfaction in conversation was 

derived from active discussion on task-oriented condition, but was based on warm 

consideration to members on chat condition. Since task-oriented conversation in small 

group consists of self-assertion, listening, interpersonal judgment, and interpersonal 

management, it is suited for an effective module of social skills training. 
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１．研究開始当初の背景 

言語的、非言語的コミュニケーションは、個々
人の心的メッセージを伝えるものであり、すべて
の対人関係の基礎となり、社会的行為の連鎖を
形成するものである。そのメッセージの記号化・
解読を正確に、迅速に行わねばならない。この
過程を経て、人は、それぞれの目標を持った集
団において、その目標達成を図ることができる。
集団の目標は多岐に渡るが、その場において、
相互のコミュニケーションを活性化することは共
通して期待される。そのためには、コミュニケー
ションの記号化、解読、そして、相互作用の調整、
さらに、状況に応じて個々のスキルを繰り出す調
整力を適切に発揮することが必要である。すな
わち、社会的スキルの「実践化」である。 

相互作用者が、互いの意図や感情を共有し、
相互の満足を高めるためには、考えや感情を
正確に伝え、解読することに始まり、かつ、必
要なスキルを柔軟に発揮できなければならな
い。それは、個人の well-being を高め、さらに
は、単純な加算ではないが、当該の関係や集
団の well-being を増すことになる。 
 これまでは、コミュニケーション・チャネルとして、
発話、ジェスチャー、顔面表情に注目し、また、
個人の基本的な感情や親密さの表出性を取り
上げ、主に、1)基本的には意識的ではあるが、
意図・無意図性が混在する顔面表情の表出と認
知、2)話しの上手さを主題とする非言語的コミュ
ニケーション手段の相互関連性の把握、3)問題
解決場面における話し合い行動の分析を行った。
この結果から、顔面表情の表出力を高めるため
には、教示のみではなく、手本となる写真模倣
法の有効さ、親和性増大には、ジェスチャー、う
なずき、自己主張については発話の活発さ、視
線交錯が有効であることを示してきた。 

また、相手との会話において円滑さを示す
“話しやすさ”は、会話条件によって大きく異なる
（大坊、2005）。討論条件では聞き手的な役割を
担う場合に話しやすいと評定されるが、互いを知
り合う条件では会話において中心となって情報

提供を行なう役割が話しやすいと評定されてい
る。つまり、討論では相手の発言にコメントなどを
挟まず聞き手に専念することが「話しやすい」と
いう印象を与えるのに対して、知り合う条件では
発話することによって、情報を積極的に提供して
いくことが話しやすいと評定される。知らない者
同士の関係では、発言することは、判断の手が
かり情報を提供し合うことであり、相互作用を有
効なものとする。 

社会的スキルは，コミュニケーションの基本的
な機能発揮による基礎スキル－記号化、解読や
この両者のタイミングの調整などの対人コミュニ
ケーション能力－を基底とする階層性を持つと
考えられる（大坊、2006）。個人の、そして社会
的 well-being を実現するために人間科学を追究
するためには、この視点を踏まえなければならな
いはずである。この研究では、目的や状況に合
わせて、個々のスキルをその階層性を勘案する
ならば、どの順番に発揮するか、どう組み合わせ
て用いるかという統制・調整機能を適切に発揮
することが大事であり、それを踏まえることで、目
指す円滑な適応が可能となろう。このような視点
から、well-being を目指すために欠かせない、対
人コミュニケーション行動を相互作用の場の諸
要因―ここでは、個人、課題を中心にーを操作
したコミュニケーション実験を設定した。そして、
これまで展開してきた社会的スキル・トレーニン
グ研究と総合する視点をも持って検討した。 

 
２．研究の目的 

目標に見合った相互作用「場」の活性化を向
上させることを研究のねらいとし、主に対人関係
の成否にかかわる、最小の基本単位である 2 人
と集団内の拮抗、連携の基本的パターンが生じ
やすく、そのパターンを少人数ながら容易に観
察しやすいより多人数（4 人等）の対面のコミュニ
ケーション行動を収集し、場の活性化をもたらす
特徴を抽出することを基本的な目的とした。参加
者の社会スキルなどの個人要因との関連を明ら
かにする。なお、参加当事者と第三者とがコミュ



ニケーション行動を観察し、「場」の活性化（コミ
ュニケーションの活発化・円滑化、関係開始・維
持・円滑化、満足感の上昇）にかかわる特徴に
ついての認知的判断を検討する。この場合、検
討する場面として、実験室とインフォーマルな場
面を設定して、場面の特徴の違いも明らかにす
る。この経過から得た円滑な相互作用をもたら
す言語的、非言語的コミュニケーション特徴を踏
まえて、異なる目標の達成を前提として、相互に
気づき合える、場の活性化を促すためのコミュニ
ケーション力の向上を意図した。 

具体的には、(1)対人コミュニケーションの表
出と解読についての実験、(2)対人コミュニケー
ション行動、対人関係の認知・解読、(3)場の活
性化を促す行動手がかり・パターンの抽出につ
いて検討した。 
 
３．研究の方法 
 参加者数、同性異性要因、課題条件を操作し
た対面の会話事態を設定し、以降に述べる複数
の発話行動指標、非言語行動指標を設定し、そ
の指標値と設定した条件との関連を検討し、本
研究者らがこれまで得た結果との比較および、
社会スキル・トレーニングにおけるコミュニケーシ
ョン行動の観察への応用的視点を勘案した検討
を行った。 
(1)同性の２者間会話 研究 1：実験参加者は、
関西の大学に在籍する大学生、計 66 名(男性
51 名：20.45±0.99 歳, 女性 15 名：20.87±1.51
歳)であった。授業もしくは部活・サークルを通じ
て実験参加の呼びかけを行い、話者となる 3 人
が初対面同士になるように学部や所属する部
活・サークルを考慮して実験群を構成した。 
研究 2：実験参加者は、関西圏の大学に在学す
る、116 名(男性 48 名、女性 68 名; 平均年齢
18.40 歳, SD=0.84)であった。会話実験は、社会
的スキル・トレーニングの授業の一環で行った。
1 クラス約 20 名を 3 週間に 1 度対象とし、計 5 ク
ラスを対象に実験を実施した。 
(2)異性の２者間会話 研究 3：関西圏の大学に
在学する学生 (男女各 30 名、平均年齢 21.30
±1.26 歳) を対象に、初対面異性ペアで会話
実験を行った。会話の様子は同意の上ビデオカ
メラで録画した。会話は 2 分間と 10 分間を連続
して行い、会話の際には会話行動を測定するた
めの装置の装着を求めた。 
(3)4 人集団のコミュニケーション 研究 4：4 人一
組で課題に取り組む条件(課題解決条件)と，課
題を与えずお互いに知り合いになれるように自
由に話をする条件(チャット条件)の2つの話題条
件を設けた．課題解決条件，チャット条件ともに
会話時間は35 分間とした．実験参加者は，関西
圏の大学に在学の大学生 59 組 236 名(男性 88
名，女性 148 名；平均年齢 男性 20.11 歳，
SD=0.94，女性 20.06 歳，SD=0.90)，課題解決条
件には 45 組 180 名(男性 59 名，女性 121 名；
平均年齢 男性 20.19 歳，SD=0.97，女性 20.10

歳，SD=0.93)が参加した．チャット条件には，14
組 56 名(男性 29 名，女性 27 名；平均年齢 男
性 19.97 歳，SD=0.87，女性 19.89 歳，SD=0.70)
であった．いずれも授業の一環として実施した。 
(4)多人数者コミュニケーション研究 研究 5：関
西圏の大学に在学の初対面の大学生・大学院
生を対象とした会話実験を行った．実験参加者
は男女各 3 名，合計 6 名を 1 組とし，環境からの
情報提示の有無を操作した会話を 2 回行った．
大学生・大学院生，計 107 名(M=21.79, SD=  
1.52 ：男性 54 名，女性 53 名)であった。 
 
４．研究成果 
(1)同性 2 者間会話 研究１では、自己評定と他
者評定のいずれにおいても「腕の動き」が有意
な正の影響を与える傾向が示された。また、自
己評定と他者評定の間に比較的強い有意な正
の相関関係がみられた。この結果は、話者と会
話相手に着目した場合の関係開始スキルを規
定する非言語手がかりは、腕の動きであることを
示唆するものである。さらに、同様の分析を自己
評定と評定参加者 6 名による第 3 者評定の関係
開始スキルについて行った結果でも、第 3 者評
定において腕の動きが有意な正の影響を与える
ことが明らかになった。 
 また、研究 2 では、個人的親しみやすさの変化
量が回答者自身の親密度の向上と会話満足度、
そして会話相手の会話満足度を高めることが明
らかとなった。この結果から、個人的親しみやす
さを増加させることは、回答者自身や相手の会
話満足度を高め、回答者自身のみならず両者
の関係を良好にすることが考えられる。パーソナ
リティが異なる相手との会話における表出の可
変性は、相手との落差を調整し円滑な関係を築
く上で重要なことであり、そうした変化は社会的
スキルとしての側面をもつと考えられる。また、会
話機会前後に実施した他者認知の結果を踏ま
えるならば、自分の個人特徴を独立変数として
検討した結果では、会話満足度について、自分
の外向性や推測した相手の外向性の高さが説
明力を有していた。相手への親密さ評定の変化
の程度については、相手の表現力や自己抑制、
外向性が説明力を有し、会話相手の表現力が
低く自己抑制の傾向を持ち、外向性の低い場合
に、自己の変化の程度が大きくなることを示して
いる。また、自分に解読力があり、自己主張をあ
まり行わない人ほど、変化の程度が大きいことが
示されている。このことから、会話相手や自分の
表出の傾向が弱い場合に、変化の程度が大きく
なると考えられる。自己変容には相手の外向性
など、表出に関連する能力や自他のパーソナリ
ティの落差が影響を与えている可能性が示され
た。したがって、会話相手のパーソナリティ認知
によって、適切な調節により自己変容を行うこと
で親密度が向上し、対人関係の発展に貢献す
る可能性が考えられる。これについては、変化
や親密度の向上、会話満足度に影響する要因
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や因果の方向性を整理し、モデルを構築する必
要がある。 
(2)異性２者間会話における関係構築に結びつ
くコミュニケーション行動指標の検討 異性とし
ての関係の親密さおよび友人関係構築願望に
影響を及ぼす会話行動を検討するために、会
話行動を説明変数、会話後の各願望を基準変
数 とす る 重 回 帰 分 析 (stepwise 法 ) を 行 っ た 
(Figure 1) 。その結果、相手と友人関係を築き
たいという願望は相手からのうなずきによって促
進される傾向にあった。 
 参加者の関係開始スキル（低，中，高）を独立
変数，各コミュニケーション行動を従属変数とす
る分散分析を行った。関係開始スキル高群は低
群よりも，発話時間，手の加速度の大きさ，ジェ
スチャー回数，頭部移動回数が有意に多かった。
また，発話時間に関しては，関係開始スキル中
群は低群よりも有意に発話時間が多かった。以
上の結果から，関係開始スキルの低い人は表出
性が低いことが示された。 
 また、友人関係構築願望に影響を及ぼす会話
行動を検討するために、会話行動を説明変数、
会話後の各願望を基準変数とする重回帰分析 
(stepwise 法) を行った (Figure1) 。相手と友人
関係を築きたいという願望は相手からのうなずき
によって促進される傾向にあった。 

Figure1 会話行動と会話後の認知との関係 
 
(3) 4 人集団のコミュニケーション 課題解決に正
解できた組は，積極的に発言し，それに伴って
葛藤，緊張を生じやすい．かつ，他者に対する
配慮にメンバー間の差は少ない．また，課題解
決を要することによって葛藤が生じやすいが，積
極的に関与し，意見や葛藤の調整をすることか
ら満足感も大きく(Table1)，社会的スキル・トレー
ニングに有用であることが分かる。 
Table 1 貢献度・満足度・葛藤得点の話題条件比較 

話題条件  N  貢献度 満足度 関係葛藤 課題葛藤 

課題解決 180   19.7   33.2     13.3      14.8 

チャット   56   13.4   30.3      9.0       7.5 

(すべて p<.001) 

さらに，チャット場面では個人特徴の影響が
示されやすいことも示唆された．これらのことから，

難易度がそれほど高くない課題場面では適度
な競争と配慮がなされ，集団活動の基礎力向上
に効果を有すると考えられる．難易度が高い場
面は，自己主張，集団生産性向上には適してい
る反面，配慮的側面を補うプログラムを用意する
必要がある。また，チャット条件では，社会的ス
キルやパーソナリティ特徴の影響が表れやすい
ことから，話し合い特徴を観察する機会を提供
することによって自己理解を促進することが可能
となろう。 
(4)多人数者コミュニケーション研究 参加者の
関係開始スキル（低，中，高）を独立変数，各コミ
ュニケーション行動を従属変数とする分散分析
を行った。関係開始スキル高群は低群よりも，発
話時間，手の加速度の大きさ，ジェスチャー回
数，頭部移動回数が有意に多かった。また，発
話時間に関しては，関係開始スキル中群は低群
よりも有意に発話時間が多かった。 

会話中の行動が会話満足度に与える影響を
検討するため、会話満足度を目的変数、情報提
示なし会話時の話者の非言語的行動指標を説
明変数にした重回帰分析 (stepwise 法) を行っ
たところ、男性に関しては、会話満足度に対して
非言語的行動指標から有意な影響をもつパス
係数は得られなかった。一方で、女性に関して
は、会話満足度に対して、発話量、頭部移動回
数から有意な正の影響、頭部移動回数から有意
な負の影響をもつパス係数が得られた。また、男
女とも発話時間は、継続動機と有意な正のパス
係数を示していた。 

このことから、多人数場面では、視覚的に取ら
れやすい身体動作、および、発言の活発さが高
い貢献度と認知されやすいことが示唆される。課
題の有無、同性・異性、会話場の人数サイズに
よって場の活性化は影響される。指標として鋭
敏であるコミュニケーション行動は、発言時間、
視覚的に手がかりになりやすい、ジェスチャー・
腕の動き、頭部移動（うなずき、他者へ視線を向
ける）である。なお、参加人数が多くなると、発話
（言）の有効性も高く、これは、他者への視覚的
な注意の限界を示唆するものでもあろう。 
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